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論 文 内 容 の 要 旨
　本論文は３つの章からなる。各章の要旨は以下の通りである。第１章は、腫瘍の組織分子組成を分析し、
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文はラマン分光分析技術が医療技術として高いポテンシャルを持っていることを示している。ヒトで
の研究が困難な現状から発想を得て、動物実験での詳細な基礎研究を行った、独創的な研究である。著者は
体力の低下したがんモデル動物を安全に計測するため、独自の麻酔法、内視鏡の手技、またがんモデルを安
定的に調製する方法を確立した上で研究を行った。しかし、生体試料は常に不安定であり、信頼できるデー
タを得るために膨大な実験を実施している。その結果として、生体内でがんの進展や抗がん剤の効果を経時
的にモニターするなど、他に例の無い、新規性の高い研究成果を得ることに成功した。
　以上のように、著者は高度な実験手法を開発し、医用ラマン分光技術の有効性を困難な動物実験を通して
示すことに成功した。内視鏡技術の発展、病理分析技術の自動化など、医療の低コスト化へ大きなインパク
トを与える研究であると考えられる。本論文の内容はすでに Analyst 誌に主著者２編、共著者１編の論文と
して公表されている。また国際学会で本論文の内容を３回口頭発表し，国内学会では８回発表している。審
査委員は本論文の内容を中心に面接と公開の論文発表会を行い、著者が論文内容と用いた技法について充分
な理解とともに関連する分野についても学識を有し、また将来の研究遂行に対しても十分な能力を持つこと
を確認した。英語能力に関しては、著者自ら英語で論文執筆を行い、国際会議で口頭発表しており、さらに
公聴会での英語の質問にも英語で明確に答えたことなどを考慮し、充分であると判定した。以上より，審査
委員会は本論文の著者が博士（理学）甲号の学位を授与されるに足る充分な資格を有するものと判定した。
